
 
 
 
 
 
 

平 成 ２ １ 年 度 
 
 
 
 
 

教 育 委 員 会 
定 期 監 査 報 告 書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

笛 吹 市 監 査 委 員 



 - 1 - 

１ 監査の対象  

  教育委員会に係る財務に関する事務の執行状態並びに事業の管理状態について

監査を実施。 

 

 

２ 監査基準日・監査の範囲  

  平成２１年１１月３０日現在の財務及び事務に関すること 

 

 

３ 監査の実施日 

教育委員会 教育総務課   平成２２年１月２０日 午後１時３０分から 

〃    文化財課    平成２２年１月２０日 午後３時３０分から 

〃    学校給食課   平成２２年１月２０日 午後４時３０分から 

〃    学校教育課   平成２２年１月２１日 午前９時から 

〃    図書館     平成２２年１月２１日 午前１１時から 

〃    生涯学習課   平成２２年１月２１日 午後１時３０分から 

〃    スポーツ振興課 平成２２年１月２１日 午後３時３０分から 

 

 
４ 監査の方法 

監査の対象となった一般会計の下記項目について、教育委員会から提出された資

料に基づき説明聴取を行うとともに、関係帳簿、証憑書類の突合及び計算突合等に

より関係諸記録を相互に付き合わせ、その記録又は計算の成否を確かめた。 

 １「平成２０年度定期監査指摘要望事項措置状況報告書」 

２「職員の事務分掌表」 

３「主要事務事業の概要」 

４－①「懸案事項及び業務に関する問題点」 

４－②「指定事項調書」 

  【教育総務課】 

① 各小中学校の耐震診断状況と今後の予定及び本年度の進捗状況につい

て 

② 笛吹市教育フォーラム事業の成果について 

【文化財課】 

① 本年度の発掘状況と出土品の展示状況と保管方法について 

② 甲斐国千年の都スポットガイド･エリアマップ配布実績について 

【学校給食課】 

① 八代学校給食費の現在の滞納状況と現在の対応及び今後の徴収計画に

ついて 

     【学校教育課】 

① 児童･生徒の学力の実態の把握と分析結果について 

② 新型インフルエンザの発症状況と今後の補習授業等の予定について 

     【図書館】 

① 各図書館の利用者の推移について（市民１人あたり 8 冊以上の目標達

成状況） 
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② 各図書館のイベント参加人数とその成果について 

     【生涯学習課】 

① 市内の環境基礎調査の進捗状況について（危険箇所･注意箇所の把握状

況） 

② スコニティ講座の行政区への派遣状況と参加人数について 

③ 地域講座の開催状況と参加者数について 

【スポーツ振興課】 

① 軽スポーツ、体力･健康づくり教室の開催状況について 

② 体育施設利用料の見直し状況について 

③ 体育施設の改修計画の進捗状況について 

 

５－①「委託契約（一般委託）（予定）調書」 

５－②「委託契約（工事関連委託）（予定）調書」 

６「負担金補助及び交付金支出（予定）状況調書」 

７「工事請負実施関連（予定）調書」 

８「公有財産購入に関する調書」 

９「歳入状況調書」 

10「歳出状況調書」 

11「滞納状況調書」 

12「賃貸借に関する調書」 

13「指定管理施設に係る修繕費の状況」 

14「郵便切手受払状況」 

 

 

５ 監査の着眼点 

  監査にあたり次の点に着眼し監査を行った。 

・ 事務事業が法、条例規則等に則り適正に行われているか。 

・ 住民サービス向上の観点から、現行の事務事業が適正なものか否か。 

・ 歳入歳出予算の執行が適切に行われているか。 

・ 契約事務の手続は適切か。 
 

 

６ 監査の結果 

 （１）予算・財務に関する事務 

    平成２１年１１月３０日現在における教育委員会から提出された一般会計

歳入歳出状況調書の金額は、監査の結果関係帳簿等の記載金額と一致し適正に

執行されていた。支出伝票関係については、検査の結果適正に処理されていた。

なお、郵便切手は学校教育課で該当があったが、受払状況については、切手保

管枚数と受払簿に間違いがなく、受払が適正に行われていたことを確認した。 

 

 （２）事務・事業の執行状況 

    教育委員会に係る主な事務事業の執行については、良好であると認められる。 

    なお、監査において気がついた点を後述するので、今後適切な措置を講じら

れたい。 
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７ 指摘・要望事項 

①笛吹市団体に対する補助金等の適正化に関する規則について

は、その団体が各条項に合っているかを慎重に検討し、適切

な補助金の支出を行うこと。 
②懸案事項にもあるとおり、専門的な知識が必要な職員が不在

の件ですが、近隣自治体の状況把握や対応方法等の情報を収

集して、専門的な職員の配置が必要ならば、担当部局と連携

し職員の増員を図り、より効率的な事業執行体制の整備を図

ること。 
③教職員の健康管理委託については、市で行っている住民検診

で行えば金額も安価になると思うので、関係各課とも協議を

すること。 

事務

事業 

④学校の耐震補強工事については順次行なわれているが、子供

達の安心・安全のためにも、早急に工事を行なうように努力

すること。 
①検査・検収調書の無いものがあったので、「検査・検収調書（検

収印）使用区分」を参考にして適切に使用すること。また、

検査・検収調書には立会人等を記入すること。 

教育総務課 

伝票

につ

いて 
②委託料等の支払いについては、委託完了後の支払いが遅れて

いるものが見受けられたので、委託完了後には早急に請求書

等を提出させ、検査・検収終了後には速やかに支出をするこ

と。 

文化財課 事務

事業 
①青楓美術館の閉館については、地区や協議会とも十分協議を

して、今後の運営方針を決定して行くこと。 

学校給食課 事務

事業 

①給食費の未納問題については、給食検討委員会とも協力して、

公平性の面からも滞納縮減に向けて、具体的な計画を立てて、

厳正な対応をすること。 
①学校で購入する図書については、ほとんど定価で購入してい

るが、図書館などは業者と協議をして安価で購入している所

があるので、図書館の購入方法等を聴きながら、業者とも協

議をして安価で購入できるように検討すること。 事務

事業 
②各学校のプールの温水シャワーのガス代については、冬季に

も基本料がかかっているので、各業者とも協議をして少しで

も支出を抑えるように努力すること。 
①検査・検収調書には立会人等の記載をしておくこと。 

学校教育課 

伝票

につ

いて 
②消耗品と備品の区別が間違って購入している物があるので、

分類表等により確認して購入すること。 

事務

事業 
①今後も図書館利用推進について、イベント内容を精査して努

力をすること。  
図 書 館 

 伝票

につ

いて 

①年度当初の委託・賃貸契約等の伝票に契約書の写しのないも

のが見受けられたので、必ず伝票には添付しておくこと。 
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①懸案事項である、第 28 回国民文化祭については、実行委員会、

担当部署の設置、関係各部局との連携等、大変な事業になる

と思われるが、初めての通年開催のため観光客等に笛吹市と

しての魅力を十分ＰＲできるスケジュール計画を検討して、

成功裏に終了するように努力されたい。 生涯学習課 事務

事業 

②地域講座の内容については、他部局（市民環境部、保健福祉

部等）とも連携をすることにより、内容も充実した専門的な

講座も開催できると思うので検討をすること。 

①社会体育施設の利用料については、早急に料金統一に向けた

条例改正等を行い、利用料の格差が無いように努力すること。 
事務

事業 ②職員の休日出勤等については、現在代休等も取れない状況に

あり健康管理の面からも、代休等が取れ易い職員配置・勤務体

制を担当部局と協議すること。 
①外周の水路上部の人口芝の幅が設計図面と約３センチメート

ル違い、変更契約により工事を施工したが、設計・施工・成

果品の検査・検収については特に注意をすること。 

スポーツ 
振 興 課 

工事

監査

につ

いて 
②付帯工事の審判台、ネットポストは備品に該当するので、備

品台帳に記載をして、今後同じような工事がある場合は、工

事内容等を精査し、備品台帳に記載がある物については、工

事費とは別に備品購入費で契約を行うこと。 

 
 
８ 前年度定期監査指摘要望事項に対する対応措置について 

  平成２０年度定期監査において指摘された事項については、以下のとおりその対

応措置が示された。 

 
【教育総務課】 
《指摘要望事項①》 

  いさわ文化・スポーツ振興財団の今後の方向性については、実施期限を定め早急に検討を図

られたい。 

《対応措置の内容》 

（財団名称変更について） 

① 財団の名称変更については、平成 22 年 1 月 7 日に評議会を開催して、(財)いさわ文化・

スポーツ振興財団から(財)ふえふき文化・スポーツ振興財団に名称を変更するための寄

付行為の一部を変更することを決議する。理事会での決議と併せて、山梨県教育委員会

に名称変更の手続きを行う。 

② 山梨県教育委員会から名称変更の許可が出たら、法務局に名称変更の手続きをして登記

を行う。登記が完了すると、公に名称を(財)ふえふき文化・スポーツ振興財団として活

動することができる。 

③ 名称変更後、3 月～4 月を目途に公益財団法人として申請手続きを行う。申請後約 6か月

位して認可が出ると思われます。 

④ 公益法人になった後は、市全地域に広報して基金の積み増し活動を行う予定です。 

 （財団の活動について） 

① 既に笛吹市誕生以降の財団の活動は、全笛吹市民を対象に考えた活動を展開しているが、

財団組織変更後においては、指定管理先も石和町以外の地域の施設についても受託を検

討していきたい。 

② また、教育委員会の各課とも相談しながら、市民講座の一部開催、体育協会、文化協会

行事への協力等も進めていきたい。 
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《指摘要望事項②》 

学校施設の修繕については、年次計画に沿って行うとともに施設の状況を判断し的確な執行

を行うこと。 
《対応措置の内容》 

  学校修繕課題表を元に随時学校と連携を図り状況を精査して安全安心な学校を目指しました。 

《指摘要望事項③》 

施設の建設・修繕については、専門的な知識が必要であるので、職員配置のあり方について

担当部局と連携し、より効率的な事業執行体制の整備を図ること。 
《対応措置の内容》 

現状の職員体制については、一般事務職の職員として日頃の学校施設の建設、修繕等に対応

をしているが、業務内容により市長部局管財課の専門職員と連携を図りながら現場の立会いを

含め見積書や設計を依頼しながら運営をしています。 

《指摘要望事項④》 

事務委任規程や決裁規程の見直しについては、関係各課と協議し早急に実施すること。 
《対応措置の内容》 

指摘事項については、関係課との調整をしています。 

《指摘要望事項⑤》 

伝票の決裁日〈課長決裁〉が記入されていないものがあるので、必ず記入すること。 
《対応措置の内容》 

指定事項としての伝票については確認をして決裁をしています。 

《指摘要望事項⑥》 

学校敷地内に外部から容易に進入できる構造になっている状況である。昨今の社会状況から

安全の確保が危惧されるので防犯対策について検討願いたい。 
《対応措置の内容》 

防犯カメラ設置については、平成 20 年度に国の 2 次補正にて対応を実施いたしました。 

《指摘要望事項⑦》 

給食食材、アスベスト、老朽化施設、不審者対策等、児童や教職員への安全・安心の確保に

ついて、関係課と協議し十分な対策を講じられたい。 
《対応措置の内容》 

随時、学校関係者を中心に対策検討の対応を実施しています。 

《指摘要望事項⑧》 

平成 20 年 2 月に厚生労働省の通達により、アスベストの分析対象が 6 物質に変更になって

いることから、学校施設のアスベスト調査を早急にすること。 
《対応措置の内容》 

平成 20 年 12 月 15 日調査済であります。 

 

【文化財課】 

《指摘要望事項①》 

春日居郷土館の運営については、事業が好評であったので今後も発展的な運営ができる体制

を望みます。 
《対応措置の内容》 

  事務事業 

○笛吹市にかかわりのある芸術家の作品を紹介し、市民に｢ふるさと｣のすばらしさを再発見

してもらうことを趣旨に、宮本和郎氏の日本画展を開催しました。新たに芦川町の古民家の

景観を描いた作品を追加し、その魅力を多くの観覧者に伝えることができました。 

 

○市内の史跡・遺跡で出土した埋蔵文化財の優品を時代ごとに展示し、笛吹市が歴史的、文

化的にも非常に内容が豊富であることを知ってもらうことができました。 

 

○全国的に名の通った作家や芸術家の作品の展示を高額な予算を付けて行うことは、インパ

クトがあり集客は見込めるが、紹介すべき市の｢宝｣がまだたくさんあることを市民に伝える

ことを主眼に今後も展示を考えて行く計画であります。 
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【学校給食課】 

《指摘要望事項①》 

  給食費の滞納については、市内学校全体を把握するとともに、縮減対策に努力すること。 

《対応措置の内容》 

  笛吹市の学校全体では平成 18 年度分 1,718,451 円、19 年度分 2,464,535 円、20 年度分

2,992,767 円、21 年度（現年度分）3,356,650 円となっています。本年度より現年度の御坂、

八代の各給食センター分の徴収を各配食校にて行うことにより徴収率の向上を図っています。

また、学校給食検討委員会を開き、今後の徴収について取り組んで行く予定です。 

《指摘要望事項②》 

  随意契約をしている事業については、一括契約できるよう検討すること。 

《対応措置の内容》 

  随意契約事業は施設の維持管理及び配送業務でありますが、センター方式自校方式それぞれ

設備が異なり、また、専門業者に委託する必要があるため一括での契約は困難で、共通するも

ののみ一括契約としました。センター方式については消防設備保守点検事業、ばい煙測定業務、

害虫駆除業務、スライサー刃研ぎ業務についての一括契約をしました。また、釜等設備保守に

ついてはセンターごとまとめられるものはまとめて契約をしました。 

《指摘要望事項③》 

学校給食の共同調理場方式、自校方式及び委託方式についてその経費を比較ができるように

詳細に分析すること。また、今後の学校給食の方向性についての検討資料として活用できるよ

うにすること。 
《対応措置の内容》 

  人件費について 

  正規職員の勤務年数や人数割合によって、センター方式自校方式に関わらず、調理場ごとば

らつきがあるため比較することが困難です。正規職員数は新規採用はしない方針なので今後は

減少する一方であります。よって、今後は直営で行う場合、臨時職員で必要人員を確保する必

要があるが、全てを臨時調理員で運営することは責任者の所在等の問題があります。仮に臨時

調理員のみで運営する場合を想定してみると一人当たりの賃金は日額 6,500 円であり、これに

つきましては、社会保険、通勤手当が加算されたものが人件費となります。センター方式と自

校方式を比較した場合の調理に必要な人員はセンターの場合は食数を調理員数で割ると平均値

で調理員一人当たり 107 食、自校方式の場合 90 食を作っている計算になるためセンター方式の

方が効率は良いです。 

  調理の場合、契約内容にもよりますが、21 年度における石和西小のケースを参考にすると、

契約金額が 9,198 千円で、衛生関係の消耗品を 63万円を含んでいるので、人件費としては 8,595

千円になります。ただし、責任者、調理員、パートで構成されているので一人当たりの日当は

正確に計算はできませんが、仮に 8,595,000 円÷4.5 人÷210 日とした場合、一人当たり 9,100

円程度となり、臨時職員の賃金に社会保険料（[賃金＋交通費]×14.2%）と通勤手当（最大 4,100

円）を加えたとしても、6,500 円×114.2%＋234（通勤費最大値 1 日当たり換算値）＝7,657 円

程度となるため、比較するとかなりのコスト高となります。調理委託は決してコスト削減に繋

がらないと判断されますが、給食運営上臨時職員のみで運営することは、実質不可能であるこ

とに加え、臨時職員の確保も現段階で困難となってきている現状を踏まえると、コスト高を覚

悟した上で予算確保が可能ならば調理委託という選択も可能といえるのではないかと思われま

す。 

  非人件費経費について 

  平成 20 年度実績において、センター方式と自校方式（調理委託の石和西は除く）で比較する

と、センター方式が 44,793 千円、自校方式が 32,049 千円であります。センター方式は芦川を

除きドライシステムであり、自校方式は全てウエット方式であるため、単純には比較できない

がセンター給食が 3,057 人、自校方式が 3,498 人とすると、一人当たりの単価はセンター方式

が14,652円、自校方式が9,162円であるため、現時点で比較すると自校方式の方が安価である。

しかし、自校方式は全てウエット方式であり、設備機器の数も圧倒的に少ないためこのような

差が出る（石和西は 12,300 円）。また、ウエット方式は現在の衛生基準は満たさないため、正

確な比較とはならない。施設の耐用年数にも限度があるため、新たに建てなおす場合はドライ
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システムとなる。仮に全て自校方式をドライシステムに変えていくと、学校規模の大きさにも

よりますが、1 施設 1.5～2 億かかると試算されます。加えて、ウエットシステムからドライシ

ステムに移行するには約 3 倍の敷地面積が必要となるため、学校敷地内に確保することが難し

く新たな用地取得の必要性も出てくるが、周辺の状況を考慮すると、用地が無い場合が多く困

難を極める状況にある。また、ドライシステムは少ない食数でも、一定の敷地面積を要する。

センター化では施設の維持管理経費が施設・設備の規模が大きくなるためメンテナンス等増大

するが、ドライシステムの運用が明確となり、衛生面での管理が優れている。また、用地につ

いても、学校周辺に限らず 1 箇所に確保するため可能であります。 

《指摘要望事項④》 

伝票の決裁日〈課長決裁〉が記入されていないものがあるので必ず記入すること。 
《対応措置の内容》 

  チェックを確実に行い、間違いのないよう伝票処理を行います。 

 

【学校教育課】 

《指摘要望事項①》 

  事業の契約が相当数あるので、一括契約できるよう検討を行うこと。 

《対応措置の内容》 

  各学校の健康診断事業の一括契約を以前から行ってきておりますが、今年度は各学校毎

に実施していた水質検査事業及びＦＦ式暖房機購入、情報機器購入、印刷機購入事業にお

いて一括契約を行いました。今後も全校的に共通する事業については、順次一括して契約

して行くよう改善に努めます。 

《指摘要望事項②》 

  研修等の下見補助については、内容や必要性を精査すると共に主事業に含めることなどの検

討を行なうこと。 

《対応措置の内容》 

  研修等の下見については、児童生徒が安全かつ有意義な研修を行うために、目的地及び目的

地までの経路、時間等を事前に調査することは必要不可欠のことと考えます。したがって、下

見は当該事業の事前に行うものであるという性質上、主事業に含めることは事務処理上困難と

考えられます。なお、内容につきましては、今後も十分に精査してまいります。 

《指摘要望事項③》 

  事務委任規程や決裁規程については、事務処理の基本であるので運用で行なうのではなく早

急に見直しを行うこと。 
《対応措置の内容》 

  財政課と十分協議しながら条文の十分な検討を行い、見直しを図って参ります。 

《指摘要望事項④》 

  伝票の決裁日〈課長決裁〉が記入されていないものがあるので、必ず記入すること。 
《対応措置の内容》 

  細心の注意を払います。 

《指摘要望事項⑤》 

  笛吹市学校その他の教育機関の長に対する事務委任規程については、規程に基づく委任事務

以外の事務が学校側での執行とされているものがあるため、規程の内容について検討すること。 
《対応措置の内容》 

  財政課と十分協議しながら条文の十分な検討を行い、見直しを図って参ります。 

《指摘要望事項⑥》 

  教職員の出勤簿、休暇簿が学校毎に印刷されている状況である。統一様式による共通化や電

子データ化等により、簡素化や経費の削減が図られるよう検討されたい。 
《対応措置の内容》 

  笛吹市教育協議会教頭会に一括発注し、必要により統一様式による共通化及び電子化が図ら

れております。 

 

【図書館】 

《指摘要望事項①》 
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  図書館には、多数の市民が訪れ休祭日も行っていることから、AED の設置について関係課と

検討すること。 

《対応措置の内容》 

  ＡＥＤ設置状況 

  （図書館名）   （設置場所）              （状況） 

  石和図書館    スコレーセンター事務所         常に使用可能 

  御坂図書館    御坂支所                   〃 

  一宮図書館    いちのみや桃の里スポーツ館          〃 

  八代図書館    若彦路ふれあいスポーツ館           〃 

  境川図書室    境川総合会館                 〃 

  春日居図書館   春日居支所                  〃 

           消防本部春日居出張所（救急車）     常設 

《指摘要望事項②》 

  図書の購入については、購入額が多額である為、競争原理を働かせるよう検討されたい。ま

た、購入に関わる事務処理については、内容や経緯が明確になるように行うこと。 

《対応措置の内容》 

（図書資料値引き状況） 

平成 20 年度は図書本体価格の 98%で付帯装備付きで納入 

平成 21 年度は図書本体価格の 97%で付帯装備付きで納入 

図書本体価格の 97%付帯付き納入は、元売直接購入と同じサービスで購入している。 

図書資料は装備しＴＲＣマーク（図書館流通センター作成マーク）で管理運用している特殊

備品なので（地方自治法施行例 167 条の 2）随意契約で購入している。 

書籍購入にあたっては、石和町窪中島(有)ブックスアマノから書籍は定価の 97%で付帯装備

を施し納品すると提示を受けている、なお、笛吹市内の書店では、これ以上の値引きで納品で

きる業者はないです。 

 

 

【生涯学習課】 

《指摘要望事項①》 

  いさわ文化・スポーツ振興財団の補助金については、指定管理の委託部分と重複することが

無いよう注意すること。 

《対応措置の内容》 

  (財)いさわ文化・スポーツ振興財団の補助金については、補助金申請に基づき、文化振興事

業については生涯学習課からの補助金、スポーツ振興に関する事業についてはスポーツ振興課

からの補助金、財団運営費分については教育総務課からの補助金と、明確に棲み分けを行って

おり透明性に配慮しています。よって、補助金と指定管理の委託部分と重複することが無いよ

うに対応しています。 

《指摘要望事項②》 

笛吹市小中学生俳句会は、貴重な事業であるのでより一層の発展のため努力をお願いしたい。 
《対応措置の内容》 

  今年度第 13 回を迎えた、「笛吹市小中学生俳句会」は 11 月 22 日、境川総合会館で表彰式を

行い、盛況の内に終了することができました。今回は全国の小・中学校 340校の児童・生徒 22,286

人から作品が寄せられ、合併以来最高の参加数を数えたところです。なお、今回は「第 24 回国

民文化祭・しずおか 2009」の協賛事業として実施され、初めて海外（カンボジア）からの投句

もありました。今後も俳句の里笛吹市の成熟と市外に向けて情報発信の重要性を再認識し、平

成 22 年度に向けて更なる周知、アピールに努め、本年度を上回る参加者を頂ける様対応をして

行く所存です。 

《指摘要望事項③》 

  伝票の決裁日〈課長決裁〉が記入されていないものがあるので、必ず記入すること。 
《対応措置の内容》 

  支出伝票については、確認し決裁日の落ちがないよう、改善に努めています。 
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【スポーツ振興課】 

《指摘要望事項①》 

  施設の修繕については、教育総務課とスポーツ振興課で行っているが、迅速且つ対応漏れの

無いよう事業執行の分担を明確にしておくこと。 

《対応措置の内容》 

  問題が発生して迅速に対応できるよう努力をします。 

  教育総務課施設担当とも随時話し合いをして、早急な対応を心がけています。 

《指摘要望事項②》 

  伝票の決裁日〈課長決裁〉が記入されていないものがあるので、必ず記入すること。 

《対応措置の内容》 

  課員全員で目を通すようにし、ミスの無いように心がけています。 

 

 

９ 指定事項の回答について 

  本監査において、監査委員が指定した事項（指定事項調書）については、その現

状及び今後の方針が以下のとおり回答された。 
 

【教育総務課】 

《指定事項①》 

各小中学校の耐震診断状況と今後の予定及び本年度の進捗状況について。 

《現状及び今後の方針》 

耐震診断については、診断対象となる棟について全て完了済です。その結果耐震性を有して

いないと判断され、未補強の建物については、一宮中学校で 3 棟、芦川中学校で 2 棟の計 5 棟

あります。耐震化率は平成 21 年 4 月 1 日現在 94.4%という状況となっていますが、今後の予定

については、一宮中学校については、平成 23 年度に耐震補強・大規模改造工事を予定しており

その設計を本年度委託しています。芦川中学校については、校舎 1 棟、体育館 1 棟が耐震対象

となりますが、平成 22 年をもって学校施設として未使用化になるため工事予定はありませんが、

体育館については本年度補強設計を委託しており平成 22 年度工事予定です。 

《指定事項②》 

笛吹市教育フォーラム事業の成果について 

《現状及び今後の方針》 

笛吹市施行 5 周年特別事業として、『笛吹教育元年・笛吹市学校教育ビジョンの具現化を目指

して』をテーマとして、「現場からの教育改革リレーフォーラム in 笛吹」が 10 月 10 日に、前

川文部科学省大臣審議官の「見つめなおそう、子どもの生活、大人の生き方」と題しての基調

講演や 4 つの分野に分けての分科会が開催されました。 

この事業については、教育協議会の教職員、ＰＴＡ連合会の保護者、教育委員会の各課リー

ダー以上の協力により約 90 名による大会実行委員会を設立しての運営推進に協力をいただき

ました。 

参加者数については、園芸高校の「すいれき太鼓」の演奏により歓迎行事を行い、400 名を

越える参加者が全大会や分科会に参加されました。 

今後は大会の成果を踏まえ、笛吹市教育ビジョンの具現化に向けた更なる運営推進を図って

いく予定です。 

 

【文化財課】 

《指定事項①》 

本年度の発掘状況と出土品の展示状況と保管方法について 

《現状及び今後の方針》 

○開発に伴う市内遺跡の試掘 21 件  本調査 4 件 

○史跡整備に伴う学術調査 2 件（寺本古代寺院跡、甲斐国分寺跡） 

○出土品の展示：整理終了したものが展示対象となり、本年度出土したものは整理中であり 

 ます。昨年度の国分寺金堂調査で出土した瓦については、山梨県遺跡調査発表会で公開し、 
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 国分寺瓦は、3～4 月に県考古博物館で開催予定の「山梨県遺跡展」に貸し出し予定です。 

○出土品の保管は、整理が終了し展示品となるものは春日居郷土館にて保管し、それ以外は

八代町御所の収蔵庫に保管しています。 

《指定事項②》 

甲斐国千年の都スポットガイド・エリアマップの配布実績について 

《現状及び今後の方針》 

○スポットガイドは 3種各 1,200 部、エリアマップは 2 種各 10,000 部製作し、市役所本庁・

支所、図書館、郷土館などに各 100～300 部を置き、市民に配布しています。 

○各小中学校ないし図書室に各 30 部を配布しています。 

○観光協会、旅館組合に各 600 部を観光客用に配布しています。 

 

【学校給食課】 

《指定事項①》 

八代小学校給食費の現在の滞納状況と現在の対応及び今後の徴収計画について 

《現状及び今後の方針》 

  八代小学校給食費については、平成 17 年度まで公会計であった、17 年度までの滞納額は

1,512,074 円であり、すでに時効（2年）を過ぎていることから徴収できないため雑入とされて

いるが、新年度で欠損額として処理する予定であります。また、18,19,20 年度は現金会計で統

括センター、学校給食課で徴収事務を行っており、18 年度 484,622 円、19 年度 817,757 円、20

年度 839,832 円（平成 22 年度 1 月 4 日現在）となっています。徴収率向上のため 21 年度から

は徴収事務を八代小、浅川中の各校において行うことになりました。20 年度までの過年度分に

ついては学校給食課で行っており、すでに 3 回、納入依頼の通知を発送していますが、徴収し

てくれる家庭は少ない状況です。今後は居所へ訪問も行い、納入していただくようお願いして

います。また、各学校においても面談や保護者との連絡をとり、徴収を強化していただく予定

です。 

 

【学校教育課】 

《指定事項①》 

児童・生徒の学力の把握と分析結果について 

《現状及び今後の方針》 

文部科学省が実施する「全国学力・学習状況調査」が平成 21 年 4 月実施され、笛吹市内小学

校 6 年全児童 740 名、中学校 3 年全生徒 415 名が参加した（一宮中、浅川中は修学旅行のため

後日実施）。この調査は主として「知識」見るＡ問題と、「活用」の力を見るＢ問題とがありま

す。その結果から笛吹市内の児童・生徒の学力状況を平均正答率で見ると、小学校 6 年生は総

じて、全国及び山梨県をやや下回るがその差は僅かであり、ほぼ同程度の水準にあると判断で

きるが、「活用」の力を見るＢ問題において、国語・算数ともに全国をやや上回ることが分かっ

てきました。 

学習状況調査との相関から、基本的生活習慣が身につき、意欲的に学習に取り組んでいる児

童・生徒が高い正答率にあるという傾向が見られることから、引き続き保護者に協力を求めな

がら、子どもたちの基本的生活習慣の確立と学習意欲の向上を目指して行きたいと思います。 

《指定事項②》 

新型インフルエンザの発症状況と今後の補習事業等の予定について 

《現状及び今後の方針》 

  市内小中学校の新型インフルエンザ既ら患者数は、小学校4,254名中867名、中学校2,138

名中 346 名で、小学校では全児童の 20%、中学校では全生徒の 16%が発症しました。 

  新型インフルエンザによる閉鎖措置は、学校閉鎖が 2 校、学年閉鎖は 11 校 18 学年、学

級閉鎖は 15 校 63 学級、休業日数は 167 日でありました。今後の授業日数の回復について

は、御坂中学校が授業日数を 2 日増やし、授業時間を 12 時間回復する予定です。 

 

【図書館】 

《指定事項①》 

各図書館の利用者の推移について（市民 1 人あたり 8 冊以上の目標達成状況） 
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《現状及び今後の方針》 

         平成 20 年度の状況       平成 21 年度の状況（4 月～11 月まで） 

       貸出件数           貸出件数 

石和図書館  234,903 件          168,536 件 

御坂図書館  168,256 件          114,686 件 

一宮図書館  180,385 件          118,295 件 

八代図書館   32,289 件           27,020 件 

境川図書室    3,106 件           3,201 件 

春日居図書館  71,472 件           51,089 件 

合   計  690,411 件          482,827 件 

 

市   内  593,305 件（1 人 8.2 冊）   415,003 件（1 人 8.2 冊） 

市   外   97,106 件           67,824 件 

《指定事項②》 

各図書館のイベント参加人数とその成果について 

《現状及び今後の方針》 

  平成 21 年度の状況 

回数（4 月～11 月まで）    延参加人数 

石和図書館  209 回            4,380 人 

御坂図書館   40 回            1,248 人 

一宮図書館  151 回            3,374 人 

八代図書館   63 回            1,267 人 

境川図書室   20 回             375 人 

春日居図書館  59 回            1,385 人 

合   計  542 回            12,029 人 

  <成果> 図書館資料の貸出件数は増加している。 

  平成 18 年度  606 件、平成 19 年度 651 件、平成 20 年度 690 件 

 

【生涯学習課】 

《指定事項①》 

市内の環境基礎調査の進捗状況について 

《現状及び今後の方針》 

  当該調査については、スケジュールに基づき各地区の育成会役員の協力を頂き、12 月までに

概ね現地調査を終了し、現在台帳整理を行っています。全体の進捗率は概ね 80%という状況で、

調査箇所も約 600 箇所になっています。今後は、残っている現地調査や点検等を行い、2 月末

を目標に作業を完了し、3 月に 7 地区の台帳及び地図を成果品として完成させる予定です。 

《指定事項②》 

スコニティ講座の行政区への派遣状況と参加者数について 

《現状及び今後の方針》 

スコニティ講座は、地域の生涯学習機会の充実、地域住民の交流、地域コミュニティ施設の

積極的活用を目的として実施するもので、各行政区で実施する講座に講師の派遣の手伝いをす

るものです。講座数は 21（開催回数は 24 回）、参加者数は 630 名で、昨年同期に比べ 2 倍程度

増加しています。 

《指定事項③》 

地域講座の開催状況と参加者数について 

《現状及び今後の方針》 

地域講座は、高齢者や子どもなどの交通弱者に対して、地域の生涯学習機会の充実、地域住

民の交流等を目的として実施しています。講座数は子供講座 46（開催回数は 63 回）、高齢者講

座 24（開催回数は 40 回）、参加者数は子供 1,295 名、高齢者 557 名で、昨年同期と同程度であ

ります。 

 

【スポーツ振興課】 
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《指定事項①》 

総合型地域スポーツクラブの現状と今後の取り組みについて 

《現状及び今後の方針》 

  現在境川地区に「わいわいスポーツクラブ」がありますが、設立総会をもって設立する段階

まで来ています。ＮＰＯ法人化にも申請をしていて、認定を待っている状況であります。市と

しては、もう 1 つスポーツクラブをつくり、市内展開をしていくことを検討しています。 

 


